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プロダクトデータシート

SikaMelt®-700
ヘッドランプアッセンブリー⽤ ポリウレタン系ホットメルト接着剤

代表的な製品データ (その他の情報は安全データシートを参照)
主成分 ポリウレタン
⾊ (CQP001-1) ブラック
硬化機構 湿気硬化
密度 (未硬化) 1.16 kg/l
粘度 (ブルックフィールド) 130 ℃の場合 30 000 mPa·s
軟化点 (CQP538-5) 77 ℃
施⼯温度範囲  

短時間の場合(最⻑1時間)
105 〜 140 ℃
150 ℃ A

硬化時間 (CQP049-3) グラフ1 参照
初期強度(CQP557-1) 0.8 MPa
引張り強度 (CQP036-3) 10 MPa
保存期間 9 カ⽉ B

CQP = Corporate Quality Procedure A) ノズルでの塗布のみ有効 B) 25 ℃以下に保存

製品概要
SikaMelt®-700は、アッセンブリー接着⽤
途の汎⽤性の⾼い1成分形反応型ポリウレ
タンホットメルト接着剤です。空気中の
⽔分で硬化します。

特⻑
低フォギング性▪
1成分形▪
強度発現が速い▪
塗布性が良い▪
可塑剤フリー▪
無溶剤▪
GMW 16506 に適合▪

適⽤範囲
SikaMelt®-700は、PCやPMMAなどの極性
基を持つプラスチックの永続的な接着に
適しています。PPのような極性基を持た
ないプラスチックに対しては、適切な物
理的表⾯処理を⾏うことにより接着が可
能になります。
本製品は強度発現が速いため、通常、接
着⼯程の2~10分後にヘッドランプのリー
クテストを⾏うことが可能です。このタ
イムスパンの⻑さは、ヘッドランプのサ
イズや試験圧⼒など、いくつかの要因に
よって⼤きく変わります。
本製品は施⼯経験のある専⾨業者での使
⽤を前提としています。実際の被着材と
作業環境で試験を実施し、接着性と材料
の適合性を必ず確認してください。
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硬化機構
SikaMelt®-700は、空気中の⽔分(湿気)と
の反応によって硬化します。低温では空
気中の⽔分含有量が少ないため、硬化が
遅くなります(グラフ1参照)。
PPのような疎⽔性もしくは⽔分を通さな
い被着材を接着する場合は、硬化時間が
⼤幅に⻑くなります。
特に接着厚みが100μmを超えるアッセン
ブリー施⼯の場合には、硬化時間が⻑く
なります。 

グラフ 1: SikaMelt®-700 の硬化速度

耐薬品性
SikaMelt®-700は、界⾯活性剤、弱アルカ
リ性/酸性溶液に対して耐性があります。
燃料、溶剤、ミネラルオイルに対しては
⼀時的に耐性があります。
耐薬品性は、化学組成、濃度、暴露期間
、温度など、いくつかの要因によって影
響を受けます。そのため、化学的に、ま
たは熱に暴露される場合はプロジェクト
に関連した試験が必要です。

施⼯⽅法
下地処理
表⾯は清潔で乾燥し、グリス、オイル、
そしてホコリがないようにしてください
。
表⾯や材料の種類に応じて、物理的また
は化学的な下地処理が必要になる場合が
あります。下地処理の種類は事前に試験
を実施し確認してください。
⾦属の場合、組⽴⼯程の前に被着材を
40〜60℃の間で加熱することを推奨しま
す。

施⼯
適切な塗布装置を使ってSikaMelt®-700を
ドット状またはビード状に施⼯すること
ができます。⾃動塗布の場合、適切なフ
ィルターシステムが必要です。
作業中断の間は、SikaMelt®-700は次のよ
うに対応してください。
作業中断が1時間以上の場合、ヒーターを
80℃に下げる必要があります。作業中断
が4時間以上になる場合は、ヒーターをオ
フにしてください。
製造⼯程全体で⼀定の品質を保つために
、溶融タンク内の接着剤を窒素、⼆酸化
炭素またはドライエアーで必ず保護して
ください(製品が湿気と反応する可能性を
なくすため)。
作業中断や終了時には、接着剤の硬化を
防ぐために、ドライオイルにノズルを浸
してください(詰まりを避けるため)。 適
切な塗布装置の選択と設定に関するアド
バイスについては、シーカ・ジャパン(株)
までお問合せください。

除去
機器や施⼯器具は、SikaMelt®-009を使⽤
し て 洗 浄 し ま す 。 硬 化 し た 材 料 は
SikaMelt®-001で膨潤させてから、機械的
に除去してください(クリーニング⼿順も
参照)。 
未 硬 化 の S i k a M e l t ® - 7 0 0  は 、
Sika®Remover-208または他の適切な溶剤
を使⽤して器具や機器から取り除いてく
ださい。
⼿や露出した肌に付着した場合は、直ち
に、Sika®Cleaner-350Hのようなウェット
タオルや適切な⼯業⽤ハンドクリーナー
と⽔で洗い流してください。 
⽪膚に溶剤を使⽤しないでください。

その他の情報
ここに記載されている内容は、⼀般的な
情報です。具体的な施⼯に関するアドバ
イスは、シーカ・ジャパン(株) テクニカ
ルサービスへお問合せください。 
以下の資料はご要望に応じて提供いたし
ます。

安全データシート(SDS)▪
Cleaning Instruction 
For SikaMelt® PUR reactive hot melt 
equipment

▪

荷姿

ペール⽸ 20 kg

ドラム⽸ 200 kg

データについて
このプロダクトデータシートに記載され
たすべての技術データは、研究所でのテ
ストを基にしています。実際の測定デー
タは、当社ではコントロールできない環
境の相違のために異なる可能性がありま
す。

健康と安全に関する情報
化学製品の安全な運搬・作業・保管・廃
棄を⾏うために、物質、環境、毒性その
他の安全性に関する情報が記載された安
全データシートの最新版を、必ずご確認
ください。

免責事項
シーカ製品の施⼯および使⽤に関する推
奨その他の情報は、当社の現時点での知
識および経験に従ったものであり、通常
の条件下で当社の推奨に従い適切に保管
・処理・施⼯されることを前提としてお
ります。実際には、材料、接着⾯、現場
の条件がそれぞれ異なるため、ここに記
載されている情報、書⾯による推奨その
他のアドバイスは、商品性や特定⽬的へ
の適合性について保証するものではなく
、また法的関係に基づく責任を⽣じさせ
るものでもありません。ユーザーは、シ
ーカ製品がユーザーの意図する施⼯⽅法
および⽬的に適しているかどうかを、必
ず事前に確認してください。当社は、第
三者の財産権を尊重し、製品の特性を変
更する権利を有します。すべての注⽂は
、当社の最新の販売・納品条件に従って
受注します。ユーザーは常に、使⽤する
製品のプロダクトデータシートの最新版
をご参照ください。プロダクトデータシ
ートの最新版は、ご請求いただければ当
社がご提供いたします。
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シーカ・ジャパン株式会社
〒107-0051 東京都港区元⾚坂1-2-7
⾚坂Kタワー7F
Phone: 03-6434-7291
jpn.sika.com
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